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1. はじめに
　1920（大正 9）年 7 月、第五高等学校（現：熊本大学）
植物学研究室教授の浅井東一博士は、研究室に持ち込ま
れた立田山に自生するクチナシ（Gardenia jasminoides）
の切り花に混じっていた八重咲きの花を目にして、自然
発生した野生の八重咲き個体かもしれないとの想いを
いだき、10 年におよぶ現地調査の末に八重咲きの 9 個
体（一部は果実を付ける）の存在を明らかにした（Asai 
1929, 吉岡ら 2013）。この八重咲きのクチナシは「ヤヘ
クチナシ（G. jasminoides var. ovalifolia）（原文ひらがな表
記、以下「ヤエクチナシ」）」として公表された（中井・
小泉 1927）。和名および学名については、「ヤヘクチナ
シ（ハナクチナシ）（G. jasminoides form. ovalifolia）（原 
1952）」、あるいは「ヒゴヤエクチナシ（G. jasminoides 
form. asaiana）（原文ローマ字表記）（Maeda 1955）」との
記載もあるが、本報告では原（1952）にしたがった。な
お、地元の熊本では「立田山ヤエクチナシ」の呼び名で
市民に親しまれている。
　ところで、クチナシは、本州（静岡県以西）から沖縄、
中国、インドに分布するアカネ科クチナシ属の常緑低木
であり、花冠は普通 6 裂（ときに 5 ～ 7 裂）し一重であ
る（佐竹ら 1989）。葉および花が小さいものをコリンク
チナシとすることもあるが、明瞭な差異はない（佐竹ら 
1989）。わが国のクチナシ属には、小笠原に自生するオ
ガサワラクチナシ（G. boninensis）があるが八重咲きで
はない。わが国で一般に植栽されている八重咲きのクチ

ナシは、中国原産で全体的に葉や花が小さいコクチナシ
（G. jasminoides var. radicans）や、中国産のクチナシがヨ
ーロッパに渡って改良され、大きな花をつけるオオヤエ
クチナシ（セイヨウヤエザキクチナシあるいはセイヨウ
クチナシとも呼ばれる）である（佐竹ら 1989）。したが
って、わが国特産の八重咲きのクチナシは、ヤエクチナ
シ以外にはない。
　ヤエクチナシは、立田山における野生のクチナシ（一
重）の少数の個体の突然変異により発生し、八重咲きの
形質が受け継がれたものと考えられているが、発見され
たヤエクチナシの開花個体から採取された種子は、ク
チナシとの交配によるものかどうかは明らかではない

（Asai 1929, 吉岡ら 2013）。このような突然変異を生ずる
環境の保全を図るべく、1929（昭和 4）年に「立田山ヤ
エクチナシ自生地（面積：0.54ha）」として国指定天然
記念物とされた（三好 1929, 熊本県教育委員会 1960）。
天然記念物指定後のヤエクチナシについては、熊本大学
理学部の浅井研究室で助手を務めた前田が 1949（昭和
24）年に Asai（1929）が発見した同じ場所で八重咲き
のクチナシを採取したとの報告があるが（Maeda 1955）、
一般的には第二次世界大戦中の全山伐採により，自生地
では絶滅したとみられている（熊本県教育委員会 1960, 
熊本記念植物採集会 1969）。1969（昭和 44）年の調査
で 1 個体が再発見されたが（詳細は後述）、この個体も
数年後には消失しており、自生地では、再び絶滅したと
考えられている（農林省林業試験場九州支場 1977）。現
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在では、ヤエクチナシが自生地に生残しているかもしれ
ない可能性を信じ、毎年、開花期（6 ～ 7 月）に開花調
査が継続して行われているが再々発見には至っていない

（金谷ほか 2013）。このことは、林床の光環境の悪化が
一因とも考えられている（佐藤 2005）。
　一方で、Asai（1929）の発見および 1969 年の再発見以降、
ヤエクチナシは自生地外の各所で植栽されている。これ
らは発見時における自生個体の遺伝子を引き継ぐ遺伝資
源として貴重であり保全すべき対象であるとともに、これ
らに関する各種情報を整理しておくことは、今後の自生
地外保全に向け重要かつ不可欠な作業である。
　Asai（1929）によれば、自生地で確認した個体よりさ
し木および実生によって育苗ならびに配布された事が明
らかであるが、それらと現存するヤエクチナシとの関
わりを説明する記録および報告はみられない（吉岡ら 
2013）。そこでヤエクチナシの自生地内での再発見と自
生地外での保全を目的に 2010（平成 22）年より活動し
ている有志の団体「立田山ヤエクチナシ井戸端会議」で
は、過去 2 年に渡って現存する立田山ヤエクチナシの各
系統の保全に関わった方々を探し出すとともに。既知情
報の確認および埋没情報の掘り起こしを行い、生存が確
認できた個体についてその由来（配布ルート）を明らか
にした。ここに報告することで、情報共有ならびにヤエ
クチナシのパブリシティ向上の一助としたい。

2. 調査地および調査方法
2.1 調査地
　立田山（32º49’37”N，130º43’56”E，標高：151.72 m）は、
熊本市中心部より北東約 3 km に位置し、東西 1.5 km、
南北 1.1 km、周囲 5.8 km、面積 2 km2 の山体である。現在、
その周辺は住宅地や商業地等の開発が進み，近隣（周囲
およそ 9 km 以内）に山地はなく、立田山には分断（孤立）
化した森林が残り、自然公園として市民の憩いの森とし
て多くの住民が散策に訪れている。
　この立田山の南斜面に位置する東西約 700 m、南北約
1,000 m の範囲に森林総合研究所九州支所の立田山実験
林（28.43 ha）がある。ヤエクチナシの発見当時、立田
山は元肥後藩主細川家（侯爵）の所有であったが、現在、
天然記念物に指定されている自生地は、森林総合研究所
九州支所実験林内に含まれている（農林省林業試験場九
州支場 1977）。
　 発 見 当 時 の 立 田 山 の 植 生 は、 北 側 の 一 部 に ス
ギ（Cryptomeria japonica） と ヒ ノ キ（Chamaecyparis 
obtusa）の人工林があった以外は、コジイ（Custanopsis 
cuspidata）とアカマツ（Pinus densiflora）が林冠層を優
占し、その林床には、樹高が 2 m を超えない程度に、ア
ラ カ シ（Quercus glauca）、 ナ ナ ミ ノ キ（Ilex chinensis）、
ヒ サ カ キ（Eurya japonica）、 シ ャ シ ャ ン ボ（Vaccinium 
bracteatum） お よ び ク チ ナ シ 等 が 密 生 し て い た（Asai 
1929, 吉岡ら 2013）。クチナシは、平均して 10 m 四方に

20 ～ 30 個体が分布した（Asai 1929, 吉岡ら 2013）。
　 現 在 の 立 田 山 実 験 林 の 植 生 は、1955（昭 和 30） 年
頃 か ら 植 栽 さ れ た ス ギ、 ヒ ノ キ お よ び ク ヌ ギ（Q. 
acutissima）等の国内産の針葉樹や広葉樹に加え、テー
ダマツ（P. taeda）、 リギダマツ（P. rigida）およびユリノ
キ（Liriodendron tulipifera）等の外国産の針葉樹や広葉樹
の人工林である。植栽樹種以外では、アカマツ、コジイ、
アラカシ、コナラ（Q. serrata）およびクヌギ等の高木種
が分布し林冠層を形成している。それらの林床には、ボ
ロボロノキ（Schoepfia jasminodora）、ナナミノキ、クロ
キ（Symplocos lucida）およびヒサカキ等が分布しており、
クチナシも普通にみられその密度は非常に高い（農林省
林業試験場九州支場 1977）。

2.2 調査方法
　自生地外におけるヤエクチナシの保全状況についての
記録は非常に乏しいことから、各系統の保存に携わった
方々への聞き取りを行うとともに、各機関への問い合わ
せおよびヤエクチナシの記載がある文献資料の調査を実
施し、系統別に拡散ルートならびに花冠の形態的特徴等
について整理した。

3. 結果と考察
3.1.1 ヤエクチナシのルーツ
　ヤエクチナシが自生していたとされる場所は、（１）
浅井博士および熊本市立博物館の調査隊が発見した国の
天然記念物に指定されている自生地、（２）その自生地
から北東に 400 m 離れた浅井博士が 5 個体を発見した場
所、（３）天然記念物指定の自生地から北西に 900 m 離
れた立田山の山裾にある拝聖院（熊本市北区室園町）の
計 3 ヶ所である（図 1）。
　現在、自生地外に植栽されているヤエクチナシは、発
見者および発見場所にちなんで、浅井博士が上記自生地

（１）および（２）で発見した個体由来の「浅井系」、戦
後に捜索を行った熊本市立博物館（熊本市中央区古京町）
の調査隊（西岡鐵夫　隊長）が自生地（２）で再発見し
た 1 個体由来の「西岡系」、（３）に自生と伝承される個
体が存在する拝聖院由来の「拝聖院系」の 3 系統に集約
される（表 1）。
　 ク チ ナ シ 類 は さ し 木 が 容 易 で あ り（ 森 下・ 大 山 
1972）、種子による拡散に比較してさし穂での譲渡（拡散）
数が多いとみられる。「浅井系」については、自生の 9
個体の全てまたはその一部がさし穂に選ばれた可能性が
有る。一方、「西岡系」のさし穂親は発見された 1 個体
のみであり、「拝聖院系」も境内中央にある最大の個体
のみがさし穂親とされてきた。したがって、現在各地に
拡散しているヤエクチナシは、「浅井系」はマルチソース、

「西岡系」および「拝聖院系」はシングルソースとみな
せる。
　なお、上記の 3 系統以外に、盗掘株由来の個体もある
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Fig. 1. ヤエクチナシの発見（確認）場所および保全（植栽）場所（×：発見（確認）場所、●：過去および現
　　　在ヤエクチナシの保全（植栽）が確認されている場所）
　　　A：1920 ～ 1929 年の「浅井系」および 1969 年の「西岡系」の発見場所（国指定天然記念物「立田山ヤ
　　　エクチナシ自生地」）、B：1920 ～ 1929 年の「浅井系」の発見場所、C：拝聖院、1：森林総合研究所林
　　　木育種センター九州育種場、2：監物台樹木園、3：熊本大学薬学部附属薬用資源エコフロンティアセン
　　　ター、4：熊本市動植物園、5：森林総合研究所九州支所実験林、6：リデル・ライト両女史記念館、7：
　　　細川邸、8：立田自然公園（泰勝寺跡）、9：立田山豊国台公園、10：五高植物園（現：熊本大学黒髪キ
　　　ャンパス）

 
 

 

 
 



森林総合研究所研究報告 第 15巻 3号 , 2016

宮崎寛 他84

浅井系 西岡系

発見（確認）年

発見（確認）場所

発見（確認）時の個体数

花冠

開花期

種子の結実

種子の発芽率

備考

Table 1. 保存されているヤエクチナシ各系統の特徴

Fig. 2. 浅井系ヤエクチナシの配布先
　　　実線は配布ルートおよび破線は確認ができなかった配布ルートを示す。また、カッコ内は現在生残して
　　　いる個体数（左）および配布された個体数（右）、年数は確認できた配布年を示す。「立田山自然公園（泰
　　　勝寺跡）」において、「（0/3）」は「1920 ～ 1929 年発見個体」からの配布分および「（2/2）」は「林木育
　　　種センター九州育種場」からの移植（里帰り事業）分を示す。
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と思われるが、それらの存在が公になるはずもないこと
から、今回の調査では把握できなかった。

3.1.2 浅井系
　1920 年から 1929 年までに浅井博士によって発見・
記録された自生のヤエクチナシは 9 個体である（Asai 
1929, 吉岡ら 2013）。発見当時、ヤエクチナシの種子は
稔性を有していたので、野鳥等による種子拡散で生息範
囲を僅かに広げた段階であったように考えられている

（Asai 1929, 吉岡ら 2013）。浅井博士が発見したどの個体
由来かは不明であるが、果実 2 個から 75 の実生が得ら
れている（Asai 1929, 吉岡ら 2013）。現在、これらの実
生は樹齢 90 年程と推測できるが、その後を辿る情報が
なく消息不明となっている（図 2）。
　浅井系のさし木は、立田山の南西斜面下部に位置する
細川邸（自生地はかつて細川家の領地であったことにち
なんで、熊本市中央区黒髪）、立田自然公園（細川家の
菩提寺である泰勝寺跡、熊本市中央区黒髪）、五高植物
園（現：熊本大学黒髪キャンパス内、熊本市中央区黒髪）
および浅井博士の五高における複数の関係者（同僚およ
び研究室の助手）等に託された（図 2）。
　これらの中でも立田自然公園に浅井博士が自ら植栽し
た 3 個体は、樹高 2m 以上に成長し多くの花をつけ、市
民や来園者に親しまれていた。しかしながら、周囲の木々
の成長に伴って年々林内の光環境が悪化したためか樹勢
を失い、2004（平成 16）年頃からは着花がみられなく
なり、2010 年までに順次枯死してしまった。そうした
中、森林総合研究所林木育種センター九州育種場（熊本
県合志市須屋）が、「林木のジーンバンク事業」の一環
として 2000（平成 12）年に立田自然公園の 2 個体より
採取した小枝を基に 10 株のさし木苗を育成した。この
うち 6 株のさし木苗は、熊本市教育委員会の指示により、
2004 年に「里帰り事業」で森林総合研究所九州支所に
隣接するリデル・ライト両女史記念館（熊本市中央区黒
髪）の前庭に植栽された（林木育種センター九州育種場 
2005）。また、2012（平成 24）年には、立田自然公園に
植栽されていた 2 個体由来のさし木の各 1 株ずつを「里
帰り事業」で移植した（熊本日日新聞 2012）。
　これら以外にも、立田自然公園の個体由来のさし木
が、生垣屋（樹木医）から寄贈を受け立田山豊国台公園

（熊本市中央区黒髪）における「立田山ヤエクチナシ石
碑」横に植栽されているが、いずれも幼木で樹高および
樹冠幅とも小さい。
　浅井博士が自生地外保全の目的で、五高の同僚や研究
室の助手の方々に託されたと考えられる 3 個体（河原畑
株、田中株、山城株）が立田山周辺にある各個人のご自
宅で確認された（図 2）。その中には、後に熊本記念植
物採集会の会長を務められた山城学氏（元：浅井研究室
の助手）の持ち株から、同会会員へさし穂やさし木苗が
提供されている（高橋 2011）。

学術研究用に五高植物園へ植栽された個体ついては、熊
本大学薬学部附属植物園（現：熊本大学薬学部附属薬用
資源エコフロンティアセンター、熊本市中央区大江本
町）へ移管されたと思われるが、関係する資料が残され
ておらず詳細は不明である。2016（平成 28）年 4 月現在、
当該センター内には 4 個体の分布が確認され、うち 2 個
体は資料が残っておらず由来不明であるが、樹高が 1.5 
m を越え樹冠幅も広いことから、比較的樹齢が高いもの
と考えられ、五高植物園由来の可能性がある。残りの 2
個体は、2012 年頃に立田自然公園および拝聖院由来の
さし木苗を市内の生垣屋（樹木医）より寄贈されたもの
であった。
　浅井博士は、東京帝国大学理学部附属植物園（現：東
京大学大学院理学系研究科附属植物園、通称：小石川植
物園、東京都文京区白山）にも配布したとされるが、詳
細は不明である（図 2）。なお現在、園内にはヤエクチ
ナシ 1 個体が植栽されているが、園に保管されている資
料によるとこの個体については、「1971（昭和 46）年に
原産地で採取」とあり、後述する西岡系あるいは立田山
周辺で保全されていた個体から採取したさし木苗ではな
いかと推察される。

3.1.3 西岡系
　第二次世界大戦中、立田山でも全山（天然記念物「立
田山ヤエクチナシ自生地」を含む）で松根油および軍需
物資徴用のため、アカマツの伐採が行われ禿げ山と化し
た。戦後は、地権者が細川家から熊本県、林業試験場九
州支場（現：森林総合研究所九州支所）と移る間に自生
地の存在すらも半ば忘れられていたようで、1960（昭和
35）年には自生地で絶滅したとも報告されている（熊本
県教育委員会 1960）。その後、1965（昭和 40）年頃に林
業試験場九州支場が実験林内に国指定天然記念物の自
生地が含まれている事を知り、2 年後の 1967（昭和 42）
年に熊本市立博物館が組織した調査隊と合同で開花期
にヤエクチナシの捜索を開始した（熊本日日新聞 1967, 
1968）。 その結果、 さらに 2 年後の 1969 年 6 月 15 日、
調査隊は自生地付近に八重咲きの花冠を付けた個体を発
見した（熊本日日新聞 1969）。この貴重な個体を盗掘か
ら守るため、保護柵が設置されるとともに（熊本日日新
聞 1970, 佐藤 2005）、再発見された事以外は公表を控え、
花期には摘蕾して花を見せないようにした。これらと併
せて、林業試験場九州支場内にさし木クローンを確保し
て育苗する等して自生地内外での保全がはかられた。し
かしながら再発見個体は、1975（昭和 50）年頃までは
自生地での分布が確認されているが、その数年後には消
失してしまった。西岡系とは、この自生地でヤエクチナ
シを確認できた最後の 1 個体由来のものである。
　その個体の消失後、現在まで熊本市教育委員会から委
託を受けた林業試験場九州支場（後に森林総合研究所九
州支所に引き継がれる）および林業科学技術振興所九州
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事務所（2008（平成 20）年に閉鎖）が、開花期にあた
る毎年 6 ～ 7 月に自生地内に分布するクチナシの開花調
査を実施しているが、未だ再々発見には至っていない（金
谷ら 2013）。なお 1965 年から 1972（昭和 47）年まで同
支場の有志プロジェクトチームが随時、開催した勉強会
には、浅井系を知る山城学氏がアドバイザーとして参加
しており、浅井系および西岡系を知る関係者間で情報の
共有がなされたと考えられる。
　現在、森林総合研究所九州支所内には、再発見個体由
来のさし木（第一世代）が 1972 年に 5 個体が植栽され
た。これら第一世代をさし穂親としたさし木（第二世代）
が 1978（昭和 53）年までに 7 個体（2016 年 4 月時点で
2 個体枯死）が植栽されている（図 3）。これら以外にも
所内には、第一世代由来のさし木が数個体ある。また、
第一世代由来のさし木 1 個体が、森林総合研究所（茨城
県つくば市松の里）の創立 100 周年記念事業に提供され、
2005（平成 17）年に所内に植栽されたが、その後に枯
死した。
　西岡系についても、記念配布を受けたプロジェクト関
係者の人脈を通じてさし木苗が多くの方々に渡ってい
る。このうち、発見当時にプロジェクトに関係した林
業試験場九州支場職員の家族から 1 個体（第一世代）が
2007（平成 19）年に返還（寄贈）され、森林総合研究
所九州支所の「森の展示館」の前庭に植栽されており、
一般市民でも観察することができる。

3.1.4 拝聖院系
　拝聖院とは、西南戦争時、鳩野宗巴（はとのそうは：
1844 ～ 1917 年）が熊本での戦闘において負傷した薩軍
および政府軍の負傷者を分け隔てなく治療した場所とし
て知られており、「日本における赤十字活動発祥の地」
とされている（熊本県 2010）。
　この拝聖院には、樹齢 100 年を超えると考えられる比
較的大きなサイズのヤエクチナシが 3 個体ある。これら
は、代々「境内の自生」と言われているが、天然記念物
に指定された自生地等から種子散布によって更新した自
生個体なのか、過去に檀家など人手によってさし木また
は移植されたのかは明らかではない。拝聖院は浅井博士
の調査対象とした立田山の区域外に位置することから、
存在が気付かれなかったためか、その報告に分布の記載
はない（Asai 1929, 吉岡ら 2013）。拝聖院における分布
が公になったのは、1960 年の熊本国体の際、来熊され
た昭和天皇がヤエクチナシの事をお尋ねになり、「自生
のものは絶滅したとお答えした」、との報道を耳にした
先代住職が、「境内に自生株が有ります」と熊本県庁に
名乗り出たためとされる。その直後に、熊本県庁森林課

（当時）がさし穂の提供を要請し、そのさし木苗が立田
自然公園内の苔園周辺に植栽され、現在でも生残してい
る（図 4）。
　拝聖院境内中央にある最大の個体は、樹高 2.4 m（2016
年 4 月測定）と浅井系および西岡系も含め一般公開され

Fig. 3. 西岡系ヤエクチナシの配布先
　　　実線は配布ルート、カッコ内は現在生残している個体数（左）および配布された個体数（右）、
　　　年数は確認できた配布年を示す。
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Fig. 4. 拝聖院系ヤエクチナシの配布先
　　　実線は配布ルート、カッコ内は現在生残している個体数（左）および配布された個
　　　体数（右）、年数は確認できた配布年を示す。

ているヤエクチナシの中で最も高く、また樹齢も最高齢
であると推察される。この最大個体および 2 番目にサイ
ズの大きな個体の 2 個体が、2012 年に熊本市の指定保
存樹木に指定された。拝聖院系の全てのさし木は、指定
保存樹木となった最大個体由来であり、境内（上記の 3
個体以外に、10 個体程の分布を 2016 年 4 月に確認）を
含めて立田自然公園および立田山豊国台公園で一般に観
察することができる（図 4）。

3.1.5 その他
　上述した主要な 3 系統以外に、Maeda（1955）の報告
した際に採取した個体があるが、これらの個体ならびに
さし木等による次世代の存在は確認できていない。
　林木育種センター九州育種場には、先述した浅井系の
立田自然公園由来の 2 個体以外に、由来不明の 1 個体（樹
高 1 m 以上）が遺伝資源保存園に植栽されている。
　これら以外にも熊本市内には、林野庁九州森林管理局
が管理する堅物台樹木園（熊本市中央区二の丸）および
熊本市動植物園（熊本市東区健軍）にも「ヤエクチナシ」
と表記される個体が複数分布しているが、自生地である
立田山由来のヤエクチナシであるかどうか、あるいはど
の系統の由来であるかは確認できなかった。

3.2 形態的特徴
　Asai（1929）によれば、立田山に自生したヤエクチナ
シの花冠は二重、三重および千重（四重以上）を含む混

合咲きと記されている（吉岡ら 2013）。現在、保存され
ている「浅井系」の花冠は、四重が主体の三重～六重の
混合咲きであり（表 1、図 5）、他の系統に比較して花弁
輪節の段数が多い方に偏っている特徴がある（表 1）。こ
れには浅井博士が、関係者に託す際、「より見栄えの良
い八重咲きが良いだろう」との観点でさし穂親を選定し
たからではないかと考えられる。開花期は、「拝聖院系」
より 2 週間ほど遅い。種子の結実は、五高同僚の田中氏
および河原畑氏に託された 2 株について確認出来てい
るが、個体あたりの数は「拝聖院系」に較べ格段に少な
い。種子の発芽率は、河原畑株でのみの観察ではあるが、
2013（平成 25）年採取分で 33％（2014（平成 26）年調査）、
2014 年採取分で 12％（2015 年調査）であった（表 1）。
　「西岡系」の花冠は、「浅井系」と同様に、四重が主体
の三重～六重の混合咲きである（表 1）。開花期も、発
見場所が同じであったためか、「浅井系」とほぼ同じで
ある。しかしながら、さし木で増殖された個体は今だに
結実が確認されてないため、種子発芽率の程度は不明で
ある（表 1）。
　「拝聖院系」の花冠は、三重が主体の二重～五重の混
合咲きで花弁輪節の段数が少なく、他の 2 系統とは異な
る（表 1）。著者らが開花観察を開始した 2010 年以降、「拝
聖院系」では、「浅井系」および「西岡系」では未だ確
認されていない二重花冠がみられる（図 5）。開花期は、
立田山に自生するクチナシに遅れること約 1 週間、「浅
井系」および「西岡系」より 2 週間ほど早く、2010 年
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Fig. 5.  各系統のヤエクチナシの花冠
　　　上：浅井系、中：西岡系、下：拝聖院系

に大個体から採取した種子の発芽率は、12％（2011（平
成 23）年調査）であった（表 1）。
　以上のことを整理すると、花冠の形状および開花期の
違いから「拝聖院系」は、「浅井系」と「西岡系」とは
異なると言える。「浅井系」と「西岡系」の花冠の形状
および開花期が類似することは、発見された年代は異な
るが、発見場所が国指定天然記念物の自生地とほぼ同じ
であったためと考えられることから、両系統は何らかの
関係があると推察される。
　なお、葉の形態的特徴として、立田山に自生する普通

（一重）のクチナシより小さく、コクチナシよりは大き
いとされている（Asai 1929, 高橋 2011, 吉岡ら 2013）。た
だし、これらの報告では、どの部位で採取した葉を計測
に用いたかは不明である。また、各系統間で葉の形態の
差異は検討されていないことから、今後は形態的特徴の
計測を実施することが必要であろう。

4. おわりに
　現在、自生地にヤエクチナシが生残しているか否かは
不明であるが、かつての自生株を母樹とするさし木が多
数保全されていることから、「ヤエクチナシ」という種

（品種）自体の絶滅の恐れはないと考えている。しかし
ながら、今回の報告から、これまで整理されていなかっ
た自生地外で保全されているヤエクチナシ各系統の個体
について、情報管理（データベース化）および追跡調査
が急務かつ重要であることが示唆された。一方、オオス
カシバ（Cephonodes hylas）の幼虫による葉の食害により、
自生地内に生残しているかもしれないヤエクチナシ、お
よび自生地外で植栽されている個体への被害が懸念され
ており（金谷ら 2013, 2015）、今後は適切な対策を実施
することが必要であろう。
　著者らが主催する「立田山ヤエクチナシ井戸端会議」
では、設立当初の目標であった「ヤエクチナシの特徴と
現存個体およびその由来の把握」に引き続いて、「ヤエ
クチナシのメッカ（立田山豊国台公園）の整備」を行っ
てきた。今後は、遺伝解析を実施し（金谷ら 2016）、各
地に拡散している各系統の整理および自生地に生残して
いるかもしれない個体の探索を進めていきたいと考えて
いる。
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Abstract
In the 1920’s, nine Japanese Double Gardenia, Gardenia jasminoides form. ovalifolia, trees were discovered at 

Tatsuda-yama in Kumamato Prefecture. In 1929, a section of the species habitat was designated a Japanese Natural 
Monument, the ‘Natural Habitat of Tatsuda-yama Yae-kuchinashi (Double Gardenia)’. However, after World War 
II, Double Gardenia was considered to have become extinct due to cutting and illegal collecting. Subsequently, 
in 1969, one Double Gardenia was found in the Monument area, part of the experimental forest of the Kyushu 
Research Center, Forestry and Forest Products Research Institute, but it disappeared within a few years. However, 
three Double Gardenia clones, “Asai”, “Nishioka”, and “Haishou-in”, derived from the original population were 
conserved. With the goal being to conserve genetic resources of the Double Gardenia, this report assesses the 
current status and distribution of the three clones by field surveys, consultation with experts and the literature, 
while morphological characteristics of the three Double Gardenia clones are also examined. Several distributions 
were confirmed with most having likely been planted around Mt. Tatsuda-yama. The “Haishou-in” was found to 
differ from the other two morphologically similar clones in terms of petal characteristics and flowering period. 
Further research will use genetic analysis to search for individuals that may be remnants of the original natural 
population and to clarify the relationships between each clone which will inform their conservation management 
into the future.

Key words :Mt. Tatsuda-yama, Gardenia jasminoides form. ovalifolia, ex situ conservation, Japanese Natural Monument, 
Kyushu Research Center Forestry and Forest Products Research Institute

Provenance and flowering characteristics of surviving 
“Tatsuda-yama Yae-kuchinashi”, Gardenia jasminoides form. ovalifolia,

 trees found around Mt. Tatsuda-yama, Kumamoto city, 
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